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赤 とんぼ は、 ツイと 竹の 先から からだ を 離して、 高 

ま 

い 空に 舞い上がりました。 

三 四 人の 人が、 こっちへ やって来ます。 

赤 とんぼ は、 さっきの 竹に またと まって、 じっと 近 

づ いて 来る 人々 を 見て いました。 

ぼうし 

一番 最初に かけて 来たの は、 赤い リボンの 帽子 を か 

ぶった か あいい おじよう ちゃんでした。 それから、 お 

にもつ しょせい 

じょう ちゃんの お母さん、 荷物 をド ッサリ 持った 書生 

さん と、 こう 三人です。 



「いや！ いや！ お母さんで なくつ ちゃ —— 」 

こま 

「困った おじよう さんご 

しょせい 

書生さん は、 頭 を かきながら 歩き 出し ましたが、 朝 

顔の 葉に とまって、 ふたりの 話 をき いてる 赤 とんぼ を 

見つける と、 右手 を 大きく グル ー ッと 一 回 まわし まし 

た。 

妙な 事 をす るな —— と 思って、 赤 とんぼ は その 指 

先 を 見て いました。 

つづけて、 グル ダルと 書生さん は 右手 を まわします _ 

そして、 だんだん、 その 円 を 小さく して 赤 とんぼに 近 

づ いて 来ます。 



赤 とんぼ は、 大きな 眼 を ギヨ 口 ギヨ 口 動かして、 書 

生さん の 指先 をみ つめています。 

だんだん、 円 は 小さく 近く、 そして 早く まわって 来 
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赤 とんぼ は、 眼まい をして しまいました。 

しゅんかん しょせい 

つぎの 瞬間、 赤 とんぼ は、 書生さん の 大きな 指に は 

さまれ ていました。 

「おじょうさん、 赤 とんぼ をつ かまえ ましたよ。 あげ 

ましょう か？」 

「ばか！ あたしの 赤 とんぼ をつ かまえたり なんかし 

て —— 山 田のば か！」 



をた くさん 殺した から、 そのたた りで そんなに なった 

ん だと、 叱られて しまいました。 その とんぼが 今の 赤 

とんぼ なんです よ。 だから、 赤 とんぼ は 良くない とん 
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しょせい 

書生さん のお 話 は 終わりました。 

私 は、 そんな 酷い 事 をした おぼえ はない がと、 赤と 

ん ぼが、 首 を ひねって 考えました とき、 おじよう ちゃ 

んが 大声で さけびました。 

うそう そ うそ 

「噓 だ噓 だ！ 山 田のお 話 は、 みんな 噓 だよ。 あんな 

か あいらしい 赤 とんぼが、 そんな 酷い 事 をす るなん て、 

く も うそ 

蜘蛛の 赤 血 だなん て —— みんな 噓だ よご 



ほんとう 

赤 とんぼ は、 真実に うれしく 思いました。 

例の 書生さん は、 顔 を あかく して 行って しまい まし 

た。 

まど はな かた 

窓から 離れて、 赤 とんぼ は、 おじよう ちゃんの 肩に 

つかまりました。 

「ま ァ！ あたしの 赤 とんぼ！ か あいい 赤 とん 

、ま-!」 

ひとみ す 

おじよう ちゃんの 瞳 は、 黒く 澄んで いました。 

暑かった 夏 は、 いつの 間に かすぎ さって しまい まし 

た。 

あさがお かきね 

朝顔 は、 垣根に まきついた まま、 しおれました。 



しょせい 

にいた ずら をした 書生さん が、 出て まいりました。 

「ではまい りましょう ご 

皆、 歩き 出しました。 

赤 とんぼ は、 やがてお じょう ちゃんの 肩 を 離れて、 

かきね 

垣根の 竹の 先にう つりました。 

「あたしの 赤 とんぼよ、 さようなら -」 

か あいい おじよう ちゃん は、 なんべんも ふりかえつ 

ていいました。 

けど、 とうとう、 皆の 姿 は 見えな くな つ てし ま つ た 

のです。 

あきや 

もう、 これから は、 この 家 は 空 家になる のかな —— 



赤 とんぼ は、 しずかに 首 を かたむけました。 

さび おばな ほさき 

淋しい 秋の 夕方な ど、 赤 とんぼ は、 尾花の 穂先に と 

まって、 あの か あいい おじよう ちゃん を 思い出し てい 
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